


『生活満足度の高いまち』を目指して

　松前町には、北海道遺産「福山（松前）城と寺町」に代表される歴史と文化、数

多くの品種を誇る桜風景、豊かな水産資源、さらには、書の大家「金子鷗亭」を輩

出するなど様々な価値と強みがあります。 

　一方で、当町は、急速に進行する人口減少や高齢化に加えて、主力であるスルメ

イカの漁獲量が減少し、産業・経済活動などに大きな影響を与えています。

　こうした中、これからの１０年間は、人口減少時代に立ち向かうまちづくりの確

かな礎を築く上で、重要な期間になります。

 私たちは、先人から受け継いだ様々な地域資源を最大限活かしながら、英知を結

集し、町民一丸となって、この難局を乗り越え、当町の持続的な発展を図っていか

なければなりません。 

 こうした考えのもと、当町を取り巻く経済社会情勢の変化を的確にとらえ、長期

的な展望に立って、町が進めるべき政策の基本的な方向性を示すため、このたび、

２０１８( 平成３０) 年度から１０年間を計画期間とする新しい「松前町総合計画」

を策定しました。 

 この間、精力的にご審議を重ねていただいた松前町総合計画審議会委員、松前町

議会議員、さらには、「松前町創生総合戦略会議」、「まつまえワールド・カフェ」

や児童生徒による「松前の未来を考える合同学習」において、多くの町民の皆様か

ら貴重なご意見をお寄せいただき、心から感謝申し上げます。 

 新しい計画では、目指すまちの将来像を『生活満足度の高いまち』としています。

目標とする、町民の誰もが生活満足度を実感できる活力に満ちた地域社会の実現に

向けて、当町の持つ、様々な強みを活かし、取り組んでいかなければなりません。 

　今を生きる私たちに課せられた最大の責務は、ふるさと松前町を次世代へしっか

りと引き継いでいくことです。『生活満足度の高いまち』の実現に向け、皆様の一

層のご理解とご協力をお願い申し上げます。

平成３０年３月
松前町長　石　山　英　雄
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　当町は、平成１９年度に、平成２９年度を目標年次とする「松前町総合計画｣ を策定し、「み

んなで築こう　協働のまち」をキャッチフレーズに掲げ、町民の皆様とともに、まちづくりを

進めてきました。

　この間、当町は全国を上回るスピードで人口減少・少子高齢化が進行しており、また、公共

施設等の老朽化も進み、今後、一斉に更新時期を迎えるなど、多くの難題に直面しています。

　さらには、町民の価値観も多様化している中にあって、行政の果たすべき役割は質・量とも

に変化しており、これまで以上に、行政の担うべき役割は重要なものとなってきています。

　このような中で、多様な価値観を持つ町民が、当町に愛着や誇りを持ち、誰もが住み続けた

いと思う、持続可能なまちづくりを進めることが大切です。

　そのためにも、新たに目指すべき将来のまちの姿を明らかにし、その実現に向けた方向性を

示す指針として、 ２０１８年度（平成３０）を初年度とする「松前町総合計画」を策定しました。

１　計画策定の趣旨

第１章 計画策定の趣旨
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２　計画策定にあたっての基本方向

（１）自らのまちを自らの力で創造する

　　　　人口減少・少子高齢化が進行する中で、地域のコミュニティを維持していくためにも、　　　　

　　　協働の理念に基づいた計画づくりを進めます。

（２）個性と魅力あるまちづくり

　　　　当町には、他の地域には見られない独特の文化や歴史があり、松前ならではの多様な　　

　　　価値と様々な強みを活かした計画づくりを進めます。

（３）グローバル化に伴う人づくり

　　　　グローバル化が急速に進展する中で、ふるさとに誇りを持ち、地域や産業を支える人

　　　材とともに、国際感覚を持つ人づくりを進めます。

（４）未来に向って持続的に発展していく

　　　　社会資本の多くが、今後、一斉に更新時期を迎えることから、持続可能な社会・経済

　　　を支える社会資本の整備も視野に入れた計画づくりを進めます。
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１　計画策定の趣旨１　計画の概要

（１） 総合計画は、町民の皆様が、今後の目指す姿と進むべき道筋を共有し、その実現に向け

て、お互いに連携を深め、力を合わせて取り組んでいくための指針で、この計画に沿って、

人口減少問題などにしっかり対応し、松前町の多様な価値と強みを活かした取り組みを進

めていきます。

（２） 総合計画は、まちの将来像を描く「基本構想」、将来像を実現するための施策を示す「基

本計画」、そして施策を実現する「実施計画」の３つの体系で構成し、計画期間を１０年

間とします。また、目まぐるしい社会環境の変化にも対応できるよう、「基本計画」は５年、

「実施計画」については１年ごとに見直すローリング方式を採用します。

■総合計画の構成図

基本構想

基本計画

実施計画

まちの将来像と基本的な
施策の大綱を示すもの

基本構想を実現するための
諸施策を体系的に示すもの

基本計画を実現するための
具体的な施策
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　総合計画は、まちづくりの方向性を示す、行政運営の総合的な指針となる最上位の行政計画

です。総合計画の推進にあたっては、重点戦略計画などの関連する計画と一体的に推進し、施

策、事業の効果的・効率的な展開を図ります。また、実施計画を策定し、毎年ローリング方式

で事業の見直しを行い、実効性の確保に努め、「目指すまちの将来像」の実現に向け、計画を

着実に推進していきます。

２　計画の推進

総合計画

重点戦略計画

・創生総合戦略

特定分野別計画

〈計画例〉
・公共施設等総合管
　理計画
・介護保険事業計画

地　域　計　画

・過疎地域自立促進
　市町村計画
・辺地総合整備計画

基本構想に関連する施策・
事業を重点的に推進

総合計画が示す基本的な方向に沿って策定し、具体的な
施策・事業を推進

施策・事業

重点事業、
事業の縮小・廃止

など

ローリング
（毎年）

PDCAサイクル

総合計画の中期的な点検・評
価を実施し、必要に応じて実施
計画の見直しを検討

※ PDCAサイクルとは、計画（Plan）⇒実行（Do）⇒評価（Check）⇒改善（Action）の4段階を繰り返すことによっ 
　 て、業務を継続的に改善する手法。
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　北海道は、明治以前に蝦夷地と呼ばれ、今から約８００年前の鎌倉時代頃から道南部に和人

が移り住みました。その後、松前藩が成立し蝦夷地を統治するに至り、約２７０年にわたり、

我が国最北の城下町として賑わいましたが、明治４年の廃藩置県によって松前藩はなくなり、

漁業の町へと変わって行きました。

　昭和２４年６月に、国宝福山城（松前城）の天守を焼失するという痛ましい出来事がありま

したが、昭和３５年１１月には、町民をはじめ全国の真心こもった寄附などにより天守が再建

され、現在は、松前町のシンボルとしてだけではなく、北海道民全体の宝として「北海道遺産」

にも選ばれています。  　

　この間、昭和２９年７月に、松前町・大島村・小島村・大沢村の１町３村が合併し、新松前

町が誕生しました。

　松前町は、長い歴史に培った文化の息づく町で、現代に生きる私たちは、その歴史を学び、

それを生かしていくための「歴史を生かすまちづくり」や「文化の香り漂う書のまちづくり」

など、次の世代に引き継ぐための取り組みを行っています。

　平成２６年には、新生松前町発足６０周年を記念して、松前町民オリンピックが行われ、子

どもから大人まで世代を超えた町民が交流を深め、あらためて町民参加による協働のまちづく

りに取り組む決意を固めたものであります。

１　松前町の歩み

松前屏風（龍円斉児玉貞良作・道指定文化財）　※1750年頃の松前を描いたもの
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　松前町は、北海道の最南端に位置し、西は日本海、南は津軽海峡に面し、東西約５０ｋｍ、

面積は２９３. １２㎢を有しています。

　海岸線は変化に富んだ景観を有し、白神岬の絶景、折戸浜・小浜の海岸景勝、オオミズナギ

ドリの繁殖地として知られる渡島大島、ケイマフリなどの繁殖地である松前小島は、松前・矢

越道立自然公園に指定されています。

　気候は、対馬海流の影響を受けて寒暖の差も少なく比較的温暖な気候で、晩秋から春先にか

けて北西の風が強く吹き込みますが、積雪量も少なく北海道としては大変恵まれた気象条件で

す。

２　自然環境

■気象概況の推移 

区分 気温（℃） 降水量（㎜） 日照時間
（h）年 平均 最高 月日 最低 月日 総量 最大日量 月日

平成23 10.2 29.4 9/  4 -8.1 1/  6 1,259.5 66.0 5/  1 1,481.0

平成24 10.4 31.5 9/18 -9.5 12/26 1,336.5 58.5 9/  9 1,590.7

平成25 10.4 30.2 8/15 -8.9 1/  4 1,495.5 130.0 8/  9 1,336.8

平成26 10.3 29.4 8/  3 -8.9 2/  8 1,042.5 173.0 8/22 1,660.4

平成27 10.9 30.6 7/13 -7.7 1/17 1,093.0 67.5 7/25 1,618.2

資料：函館地方気象台
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　当町における人口の現状と将来の展望を示す「松前町人口ビジョン」では、２０４０年の人

口を、約３, ６００人と推計し、年少人口（０～１４歳）と生産年齢人口（１５～６４歳）が

減少する一方で、老齢人口（６５歳～）の割合は増加し、高齢化率が５９％になると見込まれ

ています。

　人口減少、少子高齢化の進行は、生産年齢人口の減少による税収減、社会保障費の負担増に

よる財政の制約など、地域の経済や社会への様々な影響が懸念されます。

　そのため、子育て支援や移住・定住を図る施策などを推進し、人口減少という急激な流れを

なるべく緩やかなものにし、大切なふるさとが将来にわたって安心して暮らせるまちであるよ

う、その取り組みを強化していかなければなりません。

３　社会的環境

■将来人口推計

平成2年 平成7年 平成12年 平成17年 平成22年 平成27年
0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000（人）

2,785

8,487

2,274

13,546

1,982

7,571

2,598

12,151

1,460

6,680

2,968

11,108

1,152

5,781

3,188

10,121

791

4,633

3,324

8,748

542

3,421

3,374

7,337

413

3,010

3,336

6,759

331

2,507

3,043

5,881

256

2,090

2,708

5,054

208

1,698

2,382

4,288

176
1,295

2,122

3,593

0～14歳 15～64歳 65歳以上

199
0年

199
5年

200
0年

200
5年

201
0年

201
5年

202
0年

202
5年

203
0年

203
5年

204
0年

資料：松前町人口ビジョン（国立社会保障・人口問題研究所の推計値）
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　産業別人口を見ると、昭和６０年は、就業者の多い順に建設業、漁業、製造業でしたが、平

成２７年では、サービス業、製造業、小売・飲食業と大きく産業構造が変化しています。

　現在の就業者数を昭和６０年と比較すると、水産加工業などの製造業は３８. ２％、小売・

飲食業は４０.４％減少し、特に漁業は７６.６％、建設業は７４.１％と大きく減少しています。　

　現在では、医療・福祉・宿泊などに関するサービス業の就業者数が最も多く、人口減少が進

行する中で、雇用の場の確保は絶対的なものであり、持続可能な産業・職種・企業への支援が

不可欠となります。

４　経済的環境

 ■産業別人口の推移 （単位：人）

区　　分 昭和６０年 平成２年 平成７年 平成１２年 平成１７年 平成２２年 平成２７年

農 業 77 84 98 34 42 37 26 

林 業 64 52 53 58 53 33 33 

漁 業 1,293 988 1,020 733 584 395 303 

鉱 業 32 2 37 8 ― 2 4 

建 設 業 1,480 1,098 1,021 1,080 951 490 384 

製 造 業 1,132 1,166 1,017 908 869 772 700 

小売・飲食業 848 767 772 750 703 614 505

金融・保険業 78 91 80 75 48 53 41 

不 動 産 業 6 7 3 ― 6 6 8

運輸・通信業 193 184 184 180 112 116 94 

ガス・水道等 22 15 17 14 5 12 10 

サ ー ビ ス 業 986 1,002 1,044 964 882 792 783 

公 務 525 520 553 470 412 389 358

分 類 不 能 ― ― 2 1 5 3 2 

計 6,736 5,976 5,901 5,275 4,672 3,714 3,251 

資料：国勢調査
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　平成２６年１１月に、人口減少に歯止めをかけ、それぞれの地域で住みよい環境を確保する

ための「まち・ひと・しごと創生法」が施行され、各自治体は「人口ビジョン」と「地方版総

合戦略」を策定しました。人口ビジョンには、目指すべき将来の方向性を踏まえた人口の将来

展望を、また、地方版総合戦略には、人口ビジョンの実現に向けた５カ年（平成２７～３１年

度）の目標と施策が掲載されています。 

　平成２７年１２月に策定した「松前町創生総合戦略」は、総合計画のように各分野の施策を

網羅的に盛り込むのではなく、人口減少の克服と地方創生のための「しごと」、「ひと」、「暮ら

し」、「子ども」に焦点を絞って、先駆性と継続性のある取り組みを軌道に乗せるための戦略と

しています。 

　また、「松前町創生総合戦略」の計画期間が平成２７年度からの５年間であるのに対し、「松

前町総合計画」は平成３０年度からであり、計画の開始時期に違いがあるため、「総合計画」は「創

生総合戦略」と十分整合を図りながら、総合的に進めていきます。

５　松前町創生総合戦略との整合

基
本
構
想

基
本
計
画

実
施
計
画

施 　策 　の 　基 　本 　的 　な 　方 　向

分 　野 　ご 　と 　の 　施 　策 　体 　系

具　体　的　な　施　策

重点戦略

戦略プラン

重 点
プロジェクト

創　

生　

総　

合　

戦　

略

ま ち の 将 来 像 

総  合  計  画
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　基本構想は、総合計画の包括的な概念となるものであり、まちづくりを進めていくうえでの

基本姿勢や目標を表すものです。

　人口減少・少子高齢化が進行していく中で、誰もが住み慣れた地域で安心して暮ら

すことを望んでいます。持続可能な地域社会の実現に向けて、「こころ豊かなまちづ

くりを町民とともに」進めて行くことを、基本理念とします。

　未来を担う子どもたちや若者はもとより、いろんな経験や知識を持った高齢者、様々

な価値観や感性を持つ女性など、全ての町民が〝目指すまちの将来像〟を共有し、積

極的に参画できる協働のまちづくりを進めていきます。

まちづくりの基本理念

こころ豊かなまちづくりを
町民とともに

　人口減少時代においては、人と人とのつながりや地域と地域の結びつきにより、相

互に連携・補完し合うことが大切となります。経済的な豊かさ以外の視点も含めて、

町民が真の豊かさを実感できる、将来にわたり住み続けたいと思える「生活満足度の

高いまち」を、目指すまちの将来像とします。

目指すまちの将来像

生活満足度の高いまち

第１章
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　「まつまえワールド・カフェ」や児童生徒による「松前の未来を考える合同学習」など、町

民の皆様からいただいた意見を参考に、〝まちづくりの基本理念〟・〝目指すまちの将来像〟を

みんなで共有し、協働のまちづくりを進めていくためのキャッチフレーズを設けました。 

松前町は、２５０種類の品種を誇る、日本有数のさくらの里。

「サクラサク」は、夢を叶えるなど、よろこびを表現する言葉です。

夢や希望にあふれ、笑顔を輝かせ、いきいきと暮らせるまち。

さくらと笑顔が咲き誇り　未来へと続く、

町民が活躍するまちづくりを呼びかけるフレーズです。

まちづくりのキャッチフレーズ

サクラサク 笑顔輝く 住みたいまちへ
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　「生活満足度の高いまち」を目指し、次の７つの基本構想を定めます。

基本構想・1 ～ 7 基本計画・（1）～（30）

（ １ ） 地域を支える漁業・水産加工業の振興
（ ２ ） 活力を生み出す農業・畜産業の振興　
（ ３ ） 地球環境に優しい林業の振興
（ ４ ） 豊かな地域経済を目指す商工業の振興　　
（ ５ ） まちの賑わいを創出する観光業の振興

（ ９ ） 安心して子どもを産み育てられる環境づくり（子育て支援）
（10） 地域における福祉活動の推進（地域福祉全般）　　  
（11） 明るい長寿社会の実現（高齢者福祉）
（12） ノーマライゼーションの推進（障害者福祉）
（13） 健康づくりと疾病予防事業の奨励（健康づくりと予防）
（14） 地域医療の充実（町立松前病院の充実）

（ ６ ） 自然に優しい環境保全の推進（不法投棄・ごみ）　　   
（ ７ ） 循環型社会への対応（リサイクル・し尿処理等）　　  
（ ８ ） 公園・緑地の維持管理（公園と桜）

（15） 教育指針の奨励（学校教育）
（16） 社会教育の推進
（17） 歴史、文化の継承と創造
（18） スポーツと青少年活動の推進

〈産業・労働〉

〈健康・福祉〉

〈自然・環境〉

〈教育・文化〉

１．力を合わせて産業を育てる活力のあるまち

３．子どもが元気に誰もが健康で快適に暮らせるまち

２．豊かな美しい自然と調和し共生するまち

４．生涯の学びを通してこころ豊かに地域文化が育つまち
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（19） 生活環境基盤の整備（道路・河川・住宅）
（20） 水道施設の環境整備　
（21） 情報化社会への対応
（22） 公共交通の維持確保　　
（23） 松前半島道路の整備要望
（24） 災害に強いまちづくり

（25） 移住定住推進の取組み
（26） 町内会活動などの支援強化

（27） 職員研修の充実
（28） 広域行政の推進
（29） 産学官連携等の強化
（30） 効率的な行財政運営

〈生活・基盤〉

〈地域コミュニティ〉

〈行政運営〉

５．生活基盤と生命財産を守る安全で安心なまち

６．人権が尊重され思いやりにあふれるまち

７．分権時代にふさわしい自立と協働のまち
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▼ 基本計画（１）　地域を支える漁業・水産加工業の振興

　海域の特性に応じたつくり育てる漁業を推進するとともに、漁業後継者の育成や漁業経
営の体質強化及び水産加工業の経営改善を進めます。

▼ 基本計画（２）　活力を生み出す農業・畜産業の振興

　地域の特性に応じた農業を目指し、畜産業の経営安定や新規就農者の確保を促進すると
ともに、農業の持つ多面的機能を発揮した、農業づくりを進めます。

▼ 基本計画（３）　地球環境に優しい林業の振興

　地球温暖化の防止や国土の保全などに期待される森林資源を、地域材に活用するなど、
地域の特性に応じた資源の循環利用を進める森林づくりを進めます。

▼ 基本計画（４）　豊かな地域経済を目指す商工業の振興

　地域の経済や雇用を支える商工事業者の経営改善や、商店街の賑わいの創出に向けた取
り組みを進めます。

▼ 基本計画（５）　まちの賑わいを創出する観光業の振興

　文化遺産、食や自然環境など豊富な資源を活かした滞在交流型の観光地づくりや、外国
人観光客の受入体制の整備を進めます。

　地域経済を支える農林水産業、商工業、観光業などの産業の育成と基

盤づくりに向けて、地域住民、企業、団体、行政がともに力を合わせて

進めます。
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　道立自然公園や桜風景など、地域固有の優れた自然環境の保全や快適

な生活環境を確保するためにも、自然環境に配慮したまちづくりを進め

ます。

▼ 基本計画（６）　自然に優しい環境保全の推進（不法投棄・ごみ）

　環境保全に向けて、クリーン作戦によるポイ捨てや不法投棄の撲滅など、快適で安心し
て暮らせるまちづくりを進めます。

▼ 基本計画（７）　循環型社会への対応（リサイクル・し尿処理等）

　地域の広域的な連携のもとに、ごみの減量化や再資源化をはじめ、し尿処理の共同処理
などによる循環型社会の実現に向けた取り組みを進めます。

▼ 基本計画（８）　公園・緑地の維持管理（公園と桜）

　桜の豊富な品種の価値を見つめ直し、当町の貴重な資産として後世につなげるための適
正な管理と、魅力あふれる公園整備を進めます。
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〈自然・環境〉
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　未来を担う子どもたち、女性、若者、高齢者、障がいのある方々が、

快適で健康に暮らせるまちづくりを進めます。

▼ 基本計画（９）　安心して子どもを産み育てられる環境づくり（子育て支援）

　子育て世帯の負担軽減に向け、妊娠・出産・子どもの医療費・教育費などの経済的負担
の軽減、子育てに対する不安や悩みの解消に向けた取り組みを進めます。

▼ 基本計画（10）　地域における福祉活動の推進（地域福祉全般）

　高齢者や障がいのある方々などが、必要な福祉サービスを受けられ、住み慣れた地域で
安心して暮らせる社会づくりを進めます。

▼ 基本計画（11）　明るい長寿社会の実現（高齢者福祉）

　アクティブシニア等の積極的な社会参加など、高齢者の方々が元気に活躍できる社会づ
くりを進めます。

▼ 基本計画（13）　健康づくりと疾病予防事業の奨励（健康づくりと予防）

　生活習慣病の予防の推進など、生涯を通じた健康づくりの推進と疾病の予防に向けた取
り組みを進めます。

▼ 基本計画（14）　地域医療の充実（町立松前病院の充実）

　住み慣れた地域で将来にわたって必要な医療を安心して受けられるよう、医療体制の整
備を進めます。

▼ 基本計画（12）　ノーマライゼーションの推進（障害者福祉）

　障がいのある方々が社会参加しやすい環境整備を進めます。

第
Ⅱ
編　
　

基
本
構
想

基本構想３　子どもが元気に誰もが健康で快適に暮らせるまち

〈健康・福祉〉

松前町総合計画 2018 - 202722



　松前町教育指針条例を基にして、地域の魅力を実感し、ふるさとに誇

りと愛着を持てる個性あふれる社会づくりを進めます。

▼ 基本計画（15）　教育指針の奨励（学校教育）

　書道教育など、当町の特性を踏まえた学校教育の一層の充実を図り、未来を拓く人材の
育成を進めます。

▼ 基本計画（16）　社会教育の推進

　人づくりや地域づくりに活かすための学習機会を提供するなど、生涯学習社会の構築に
向けた社会教育を進めます。

▼ 基本計画（17）　歴史、文化の継承と創造

　歴史や文化の発信による地域の魅力向上を図るとともに、ふるさとの歴史、伝統文化を
再認識し、後世へ継承するまちづくりを進めます。

▼ 基本計画（18）　スポーツと青少年活動の推進

　心身ともに健康で充実した生活を営むための社会を目指し、スポーツ活動の普及促進と
青少年の健全育成に向けた環境づくりを進めます。
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　産業活動や暮らしを支える社会資本の整備と、災害から町民の生命と

財産を守るための防災体制の充実など、安全で安心なまちづくりを進め

ます。

▼ 基本計画（19）　生活環境基盤の整備（道路・河川・住宅）

　快適な生活環境の維持・確保に向けて、道路・河川・住宅など社会資本の効率的・効果
的な維持管理・更新等を進めます。

▼ 基本計画（20）　水道施設の環境整備

　安全で良質な水道水の安定供給に向け、水道施設の効率的・効果的な維持管理・更新等
を進めます。

▼ 基本計画（21）　情報化社会への対応

　町民の生活や医療・福祉、教育、産業などの各分野で、情報化社会の恩恵が実感できるよう、
地域間の通信環境の改善を図り、高度情報化社会の恩恵を享受できる環境づくりを進めま
す。

▼ 基本計画（23）　松前半島道路の整備要望

　災害から人命を守り、安定した物流・人流を支える強靱な道路網の確保に向けて、高規
格道路の整備要望を進めます。

▼ 基本計画（24）　災害に強いまちづくり

　災害の態様に応じた防災体制の確立に向け、防災訓練などを通じて、町民の防災力を高
めるなど、災害に強いまちづくりを進めます。

▼ 基本計画（22）　公共交通の維持確保

　町民生活の足として利便性の高い大漁くんバスと、木古内・函館間を結ぶ交通路線の維持・
確保に向けた取り組みを進めます。

第
Ⅱ
編　
　

基
本
構
想

基本構想５　生活基盤と生命財産を守る安全で安心なまち

〈生活・基盤〉
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　人権侵害のない社会の実現に向け、町民一人ひとりの人権が尊重され

互いに認め合える社会づくりを進めます。

▼ 基本計画（25）　移住定住推進の取組み

　移住生活体験（ちょっと暮らし）や、企業によるテレワークなど、移住定住の促進に向
けた取り組みを進めます。

▼ 基本計画（26）　町内会活動などの支援強化

　町内会などの地域コミュニティ活動を支援し、町民と行政との協働によるまちづくりを
進めます。

第
Ⅱ
編　
　

基
本
構
想

基本構想６　人権が尊重され思いやりにあふれるまち

〈地域コミュニティ〉
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Ⅲ▼ 基本計画（27）　職員研修の充実

　職員の能力開発につなげる研修の充実と、国際感覚豊かな人材の発掘・育成を進めます。

▼ 基本計画（28）　広域行政の推進

　近隣自治体と連携しながら、行政事務の広域処理や施設の共同利用など、効率的な行政
サービスを進めます。

▼ 基本計画（29）　産学官連携等の強化

　地域資源の活用、産業振興や人材育成など、様々な施策を効率的かつ効果的に行うため、
産学官等の連携によるまちづくりを進めます。

▼ 基本計画（30）　効率的な行財政運営

　職員定員の適正化、IT を活用した窓口サービスの向上、公共施設等の適正な管理など、
次世代に負担を残さない持続可能な行財政運営を進めます。

　地方分権時代にふさわしい自立したまちづくりに向けて、町民と行政

との協働によるまちづくりを進めます。

第
Ⅱ
編　
　

基
本
構
想

基本構想７　分権時代にふさわしい自立と協働のまち

〈行政運営〉
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現状と課題

主な施策

まちづくり指標

　水産業は、気象の変化や地球温暖化による海水温の上昇などにより、回遊魚の漁獲量が低迷

し、さらには、漁業従事者の減少、水産加工業の労働力不足などで、水産業全体の生産量が減

少しています。

　一方、水産資源の安定的な確保と供給とともに、鮮度保持や流通体制の改善による安全・安

心な食の提供が求められています。

　また、漁業所得が低迷する中で、観光業との連携による水産加工体験や交流事業など、漁業

資源を活用した新たな需要の掘り起こしが課題となっています。

① 増養殖事業の推進と漁港を利用した増養殖事業の取組み

② 大型魚礁や浅海域における増殖礁による漁場形成

③ 老朽漁港の機能保全対策と漁港機能向上のための整備

④ 水産物の付加価値販売と流通改善による所得の向上

⑤ 水産加工体験等の推進

指　標　名 実　績　値
（2016年度）

目　標　値
（2022年度）

漁協組合員の減少率・18％以内 282人 235人

水産加工従事者数の維持確保 520人 520人

第
Ⅲ
編　
　

基
本
計
画

基本構想１　力を合わせて産業を育てる活力のあるまち

（１）　地域を支える漁業・水産加工業の振興
〈産業・労働〉

松前町総合計画 2018 - 202728



現状と課題

主な施策

まちづくり指標

　当町の畑作農業は、自家消費を目的とする自給的農業が中心で、農業者の減少や高齢化の進

行などにより遊休農地が増加しています。一方、地域で生産された農産物を地域内で消費する

地産地消活動が進められており、持続的な農業生産活動を行うための支援が必要です。

　畜産業については、全国的な畜産農家の離農に伴い飼養頭数の減少が著しく、家畜市場の素

牛価格が高騰しています。当町においても、これから数年にわたり畜産業の離農（廃業）が予

想され、後継者の育成や新規就農者の確保が急務となっており、経営の安定強化とともに、担

い手の確保が課題となっています。

① 農業・畜産業の基盤整備（肉牛改良センターの運営等）

② 地産地消による地域の活性化

③ 遊休農地の発生防止及び活用促進

④ 経営の安定・強化のための規模拡大への支援

指　標　名 実　績　値
（2016年度）

目　標　値
（2022年度）

肉用牛の頭数 323頭 370頭

第
Ⅲ
編　
　

基
本
計
画

基本構想１　力を合わせて産業を育てる活力のあるまち

（２）　活力を生み出す農業・畜産業の振興
〈産業・労働〉

29松前町総合計画2018 - 2027



　森林の持つ多面的機能は暮らしや環境に欠かせないものであり、その機能を発揮するために

は森林整備が重要になります。しかし、森林所有者も高齢化しており、森林整備に対する意欲

が低下している状況にあります。

　人工林資源の多くは利用期を迎え、より計画的に森林から生産される木材を循環利用するこ

とで、多面的機能を発揮されるような森林づくりが課題となっています。

現状と課題

主な施策

まちづくり指標

① 主伐・間伐の計画的な取組み

② 植樹等の木育活動

③ 地域材の循環利用

指　標　名 実　績　値
（2016年度）

目　標　値
（2022年度）

地域材の利用件数 8件 20件

第
Ⅲ
編　
　

基
本
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画

基本構想１　力を合わせて産業を育てる活力のあるまち

（３）　地球環境に優しい林業の振興
〈産業・労働〉
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現状と課題

　商工業においては、人口の減少に伴う購買力の低下と価格競争と品揃えによる大型店舗や町

外への購買流失が進んでいます。また、事業者の高齢化と後継者不足による廃業と併せ、労働

人口の高齢化と若年労働者の不足から従業員の確保が難しく、将来に向けた持続可能な経営環

境の維持が課題となっています。

　さらに上記要因と相まって、景気回復の遅れから新規採用や正規採用もままならない状況に

あり、季節雇用においても製造業の大半を占める水産加工業は、原料の不足による原価の高騰

から厳しい経営を強いられています。若年者が望む魅力ある就業先が少なく、都市部へ就労を

求めざるを得ない過疎地域特有の悪循環が続き、新たな投資や戦略的な経営にネガティブとな

り、産業基盤であった一次産業が先細ることに比例して、二次、三次産業の低下と活力の衰退

が懸念されています。

主な施策

まちづくり指標

① 商工事業者の振興及び経営改善等への支援

② 商工会の経営及び組織強化への支援

③ 後継者及び労働力確保対策

④ 通年雇用支援 ( 就職サポートセンターの充実 )

指　標　名 実　績　値
（2016年度）

目　標　値
（2022年度）

商工業者数（商工会数値） 346件 300件

第
Ⅲ
編　
　

基
本
計
画

基本構想１　力を合わせて産業を育てる活力のあるまち

（４）　豊かな地域経済を目指す商工業の振興
〈産業・労働〉
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現状と課題

　当町の観光は、北海道唯一の城郭松前城（福山城）と日本有数の桜を主に展開し、豊富な海

産物のグルメや観光ガイド及び甲冑着付体験などをマッチングさせた観光戦略を図ってきまし

た。しかし、春のさくらまつりに観光客が集中する一方で、温暖化などの影響から道内の桜の

開花も早まる傾向にあり、５月の連休時には観光客が分散し、詰込み周遊観光の増加で滞在時

間が減少するなど、近年は観光客数の下降傾向にある中で、訪日外国人観光客は春の桜を中心

に徐々に増えてきている現状にあります。

　また、宿泊施設や観光担い手の不足、ＳＮＳ等情報のリアルタイム化が進む中で、情報戦略

の遅れは明らかであります。「情報観光」の充実による観光施策の模索と「通年観光」を目指

すための「歴史観光」の磨き上げ、さらには、四季を通した花木等の充実を図る新公園整備が

課題となっています。

主な施策

① 通年観光の推進（グルメ案内の充実、四季の魅力づくり等）

② SNS 及び広告媒体を活用したインフォメーションの強化

③ イベントの充実と持続性の確保 ( さくらまつり、城下マグロまつり等 )

④ 観光産業及び観光団体の育成と支援

⑤ インバウンド対応支援と受入れ対策の強化

まちづくり指標

指　標　名 実　績　値
（2016年度）

目　標　値
（2022年度）

観光客入込数 434,900人 478,000人

第
Ⅲ
編　
　

基
本
計
画

基本構想１　力を合わせて産業を育てる活力のあるまち

〈産業・労働〉
（５）　まちの賑わいを創出する観光業の振興
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現状と課題

　一般廃棄物の可燃ごみについては、渡島廃棄物処理広域連合の広域ごみ処理施設「クリーン

おしま」で広域的なごみ処理（熱回収）を行っています。また、現有施設は可燃ごみの広域処

理を長期的に継続するために、ストックマネジメント（長寿命化）の考え方のもと、平成３０

年度から３年間で基幹的設備改良工事が予定されているところです。

　広域連合の構成町の負担金は、ごみの排出量を基に算定されることから、廃棄物等の発生を

抑制したり再資源化するなど、ごみの減量が喫緊の課題となっています。

　また、廃棄物を適正に処理せず、みだりに道路や空き地等に捨てる不法投棄も大きな課題と

なっています。特に、人の目に付きにくい場所や道路沿い、荒廃地などに不法投棄が多く発生

していることから、啓発看板の設置や警察と連携してパトロールを行うなど、不法投棄を未然

に防止するための対策が重要となっています。

主な施策

まちづくり指標

① 可燃ごみ処理施設改良工事

② ごみの分別の周知徹底

③ 不法投棄防止啓発看板の設置及びパトロール

指　標　名 実　績　値
（2016年度）

目　標　値
（2022年度）

ごみの排出量 ( ｔ / 年 ) 2,411ｔ 2,090ｔ

第
Ⅲ
編　
　

基
本
計
画

〈自然・環境〉

基本構想２　豊かな美しい自然と調和し共生するまち

（６）　自然に優しい環境保全の推進（不法投棄・ごみ）
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現状と課題

　ごみを減らすことは、資源や環境にかかわる重要な課題でもあります。ごみの適正な処理と

して、｢なるべくごみを出さない｣、｢ごみをできるだけ資源として使う｣、｢使えないごみはき

ちんと処分する｣ といった循環型社会の形成を一層推進していかなければなりません。循環型

社会の実現のためには、３Ｒ推進運動（リデュース＝減量・リユース＝再使用・リサイクル＝

再循環）を優先させ、資源を有効に活用し、環境にやさしいライフスタイルへ転換していく必

要があります。そのためには、資源を維持可能な形で循環させながら、廃棄物の適正処分が確

保されるように努めなければなりません。

　し尿及び浄化槽汚泥の処理については、渡島西部広域事務組合渡島西部衛生センターで処理

を行っています。生活排水による水質汚濁を防止し、生活環境の保全と公衆衛生の向上を図る

ため、合併処理浄化槽の設置等を推進していきます。

主な施策

① 小型家電のリサイクル

② 合併処理浄化槽の普及啓発

③ 資源リサイクルの意義と３Ｒ推進運動の普及啓発

まちづくり指標

指　標　名 実　績　値
（2016年度）

目　標　値
（2022年度）

家庭ごみ排出原単位 ( ｇ / 人日 )  842ｇ 235人

合併処理浄化槽人口（人） 1,454人 520人

汲み取りし尿（㎘ / 日） 23.224㎘ 18.959㎘

第
Ⅲ
編　
　

基
本
計
画

〈自然・環境〉

基本構想２　豊かな美しい自然と調和し共生するまち

（７）　循環型社会への対応（リサイクル・し尿処理等）
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現状と課題

　松前公園は、国指定史跡（福山城址）や桜の名所であり、誰もが認める景勝地であって町一

番の観光名所であります。平成２７年３月に「松前公園整備計画（基本構想）」を策定し、史

跡整備と歴史、桜、憩いを基本とした５つのゾーニング構想をとりまとめ、「歴史の継承と讃

桜文化を伝承する公園づくり」を基本理念として、四季を通じて町民が憩える観光名所として

の整備を進めることが急務であります。

　しかし、公園内は史跡における開発の制限や施設の老朽化と併せ桜の老木も多く、史跡に配

慮しながらも管理には万全を期し、桜や四季の花木等の新たな植栽、レイアウトなど１０年以

上の先を見据えた魅力あふれる公園整備が必要であります。

主な施策

① 松前公園の拡充整備（魅力ある園地の造成、見せる桜苗畑の整備等）

② 桜の保護、保存（老木の養生、桜個体管理システムの導入等）

③ 讃桜文化の伝承（桜等管理ボランティア ( 桜守 ) の育成等）

④ 園内散策の充実（Wi-Fi 環境を利用した散策誘導アプリの作成等）

まちづくり指標

指　標　名 実　績　値
（2016年度）

目　標　値
（2022年度）

観光客入込数 434,900人 478,000人

松前公園の拡充整備 12.6 ha 16.1 ha

桜品種の保存維持 250種類 250種類以上

第
Ⅲ
編　
　

基
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〈自然・環境〉

基本構想２　豊かな美しい自然と調和し共生するまち

（８）　公園・緑地の維持管理（公園と桜）
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現状と課題

　安心して子どもを産み育てることができるよう、妊娠期から子育て期にわたり健康相談や予

防接種、誕生祝金、医療費の無料化など子育て支援に取り組んでいます。　

　当町における出生数及び女性が一生の間に産むと推定される子どもの数を示した合計特殊出

生率は、ともに減少傾向にあり、少子化の進行とともに、子育てに対する不安や精神的な負担

を強く感じる人が増え、働く女性の仕事と家庭の両立の負担も大きくなっていることから、子

どもを産み育てやすい環境の整備が求められています。

　現在は、平成２７年度に策定した「松前町子ども・子育て支援事業計画」に基づき、保護者

の経済的負担の軽減を図るなどの子育て世帯の支援を行っています。

　今後も、妊娠から出産、子育て中の保護者と子どもを切れ目なく継続的に見守っていくため

にも、子育て支援事業の一層の充実を図る必要があります。

主な施策

① 妊産婦健診や乳幼児健診等、適切な受診のための支援・保健指導

② 定期予防接種の適切な実施及び育児に対する相談業務の推進

③ 松前っ子誕生祝金の支給

④ 子ども医療費の無料化

⑤ 保育・育児サービスの充実

まちづくり指標

指　標　名 実　績　値
（2016年度）

目　標　値
（2022年度）

乳幼児に対する保健指導 対象者の100% 対象者の100%

定期予防接種の適切な実施 対象者の100% 対象者の100%

松前っ子誕生祝金の支給件数 48件 60件
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基本構想３　子どもが元気に誰もが健康で快適に暮らせるまち

（９）　安心して子どもを産み育てられる環境づくり（子育て支援）
〈健康・福祉〉
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現状と課題

　少子高齢化や家族形態の変化により核家族、一人暮らし、高齢世帯などが増え、地域での福

祉に対するニーズは増加するとともに、その内容も多様化してきています。

　このような中で、ますます複雑・多様化する福祉ニーズに対応し、誰もが安心して暮らせる

地域社会をつくっていくためには、現在の福祉制度やサービスだけでは十分に対応できなく

なっています。

　すべての住民が安心して暮らせるようにするためには、各地域において支援を必要としてい

る人たちの生活実態を踏まえ、民生委員・児童委員や地域住民、様々な福祉関係機関が連携し、

生活不安の解消や自立支援に取り組む必要があります。

　当町では、地域福祉の役割を担っている社会福祉協議会の運営及び事業を支援しながら、共

に地域福祉の推進を図る必要があります。

主な施策

① 地域福祉推進体制の充実

② 社会福祉協議会への支援

③ 福祉サービスの適切な利用の促進

まちづくり指標

指　標　名 実　績　値
（2016年度）

目　標　値
（2022年度）

松前地域福祉交流センター
（ゆいっこ）利用者数 延562人 延600人
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基本構想３　子どもが元気に誰もが健康で快適に暮らせるまち

（10）　地域における福祉活動の推進（地域福祉全般）
〈健康・福祉〉
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現状と課題

　高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らせるよう、高齢者の見守り活動や介護予防、介護サー

ビスの充実などに取り組んでいます。

　当町では高齢化が進行し、高齢化率は４０％を超え、要介護認定者は約２０％、見守りが必

要な一人暮らしの高齢者も増え続けています。

　このような長寿社会においては、誰もが住み慣れた地域で可能な限り、元気にいきいきとし

た生活を送るとこができる支援体制が求められています。

　地域ぐるみで高齢者を支え、地域社会で孤立した高齢者をなくす。さらには、各種介護サー

ビスと医療の連携をはじめ、介護予防に対する取り組みや、生活支援サービスなどの充実を図

り、それらを一体的に提供できる「地域包括ケアシステム」の構築を図ることが求められてい

ます。

主な施策

① 高齢者等見守りネットワーク事業の推進

② 高齢者の社会参加と生きがい活動の推進

③ 地域包括支援センターの充実・強化

④ 介護予防、生活支援・介護サービス等を担う人材の育成・確保対策

⑤ 認知症に関する予防、早期受診、介護家族支援等の施策の推進

まちづくり指標

指　標　名 実　績　値
（2016年度）

目　標　値
（2022年度）

高齢者等見守りネットワーク
登録事業者数 17事業者 20事業者

健康寿命の延伸 男64.7歳・女66.3歳 男女とも3歳増

要介護認定出現率の低下 21.1％ 20.0％以下
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基本構想３　子どもが元気に誰もが健康で快適に暮らせるまち

（11）　明るい長寿社会の実現（高齢者福祉）
〈健康・福祉〉
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現状と課題

　障害者福祉については、平成１８年度に「松前町障害者計画」、平成２７年度に「松前町障

害福祉計画（第４期計画）」を策定し、施策を推進してきました。

　近年、何らかの障がいのある人は増加傾向にあり、さらに高齢化、障害の重度化、重複化が

進んでいます。こうした中で、障がい者が住み慣れた地域の中で積極的に社会参加しながら生

きがいを持ち、安心して生活ができるように、障がい者の生活支援を推進していく必要があり

ます。

　さらに、平成２８年４月１日に施行された「障害者差別解消法」に基づき、障がいのある人

への差別をなくすことで、障がいのある人もない人も共に生きる社会をつくることを目指し、

障がい者が地域の中で自立した生活を送るための社会資源の充実、地域の理解、就労の支援、

関係機関の連携強化等が求められています。

主な施策

① 障害福祉サービスの充実

② 地域生活支援事業の充実

③ 社会参加の促進

まちづくり指標

指　標　名 実　績　値
（2016年度）

目　標　値
（2022年度）

福祉講演会の参加人数 64人 80人

松前町障害者地域活動支援センター
（ほーぷ）利用者数   4人   6人
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基本構想３　子どもが元気に誰もが健康で快適に暮らせるまち

（12）　ノーマライゼーションの推進（障害者福祉）
〈健康・福祉〉
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現状と課題

　少子高齢化が進行する中で、誰もが健康でいきいきとした生活を送ることのできることが、

今後のまちづくりにおいて重要なポイントとなります。

　健康づくりや生活習慣病に関する正しい知識の普及や適切な保健指導により、町民全体の健

康増進が図られ、発病が予防されるよう、がん対策や生活習慣病予防、重症化予防の取り組み

と合わせて、温泉資源を活用した保養を推進する必要があります。

　また、医療の発展により、多くの疾病が早期発見、早期治療により改善され、あるいは重症

化を防ぐことができることから、各種検診に対する啓発や受診支援による「健康寿命」の延伸

が求められています。予防接種事業では、乳幼児を含む各種予防接種について、適切な時期に

適切な予防接種が実施されるよう、町民に対しきめ細かな情報提供や実績管理等の支援が課題

となっています。

主な施策

① 特定健診・特定保健指導の促進

② 各種健康情報の発信、教育事業の推進

③ 健康づくり推進協議会の活動支援

④ がん検診等各種健診の受診促進

まちづくり指標

指　標　名 実　績　値
（2016年度）

目　標　値
（2022年度）

特定健診受診率 29.2％ 60.0％

メタボリックシンドローム該当者割合 18.0％ 15.0％

各種がん検診受診率 6～15％ 各　3％増
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基本構想３　子どもが元気に誰もが健康で快適に暮らせるまち

（13）　健康づくりと疾病予防事業の奨励（健康づくりと予防）
〈健康・福祉〉
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現状と課題

　町立松前病院は、地域における中心医療機関として「離島等特定地域病院」の指定を受けて

いるものの、病院運営は地理的状況から、医師や医療スタッフなどマンパワーを確保すること

は非常に困難を極めています。今後、人口減少が進む中で、当病院のようにへき地に点在する

公立病院を取り巻く環境はより一層厳しいものとなることが予想されています。

　新公立病院改革プランのもと、プライマリ・ケア医中心の病院として、プライマリ・ケア医

を育てながら、へき地医療拠点病院・へき地医療研修病院としての役割を担い、町民の安全・

安心を守り、広域地域の医療を守る拠点施設であり続けることを目指します。

主な施策

① 地域医療構想を踏まえた役割の明確化

② 経営の効率化

③ 再編、ネットワーク化

④ 経営形態の見直し（現在は公営企業法全部適用）

まちづくり指標

指　標　名 実　績　値
（2016年度）

目　標　値
（2022年度）

入院患者数 26,573人 27,375人

外来患者数 51,230人 54,016人

研修医数          8人        12人
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基本構想３　子どもが元気に誰もが健康で快適に暮らせるまち

（14）　地域医療の充実（町立松前病院の充実）
〈健康・福祉〉
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現状と課題

　松前町教育指針条例の制定から１０年目を迎え、先人への感謝の心を持ち、ふるさと松前に

誇りと愛着を育む学びの推進は、「学力向上」・「書道教育」・「ふるさと学習」を柱に教育指針

の実現に向けて、着実な歩みを続けています。

　社会が大きく変化する時代にあって、松前町の将来を担う子どもに良好な教育環境と学習環

境を確保し、基礎的な知識・基本的な技術の習得により、新たな時代に対応できる「知・徳・体」

の調和のとれた成長を遂げ、生涯にわたって生き抜く力「生きる力」を身につけさせることが

求められております。

まちづくり指標

指　標　名 実　績　値
（2016年度）

目　標　値
（2022年度）

学力向上の推進 小学校：ほぼ全国平均　
中学校：全道、全国平均を下回る

小・中学校ともに
全国平均を上回る

体力向上の推進 小学校：概ね全道の平均を上回る
中学校：概ね全道の平均を上回る

小・中学校ともに
全国平均を上回る

主な施策

① 学力向上の推進

② 書道教育の推進

③ ふるさと学習の推進

④ 体力向上の推進

⑤ 食育の推進
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〈教育・文化〉
（15）　教育指針の奨励（学校教育）

基本構想４  生涯の学びを通してこころ豊かに地域文化が育つまち
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現状と課題

　少子高齢化等の進行により、各世代間の交流が希薄になってきており、将来を担う子どもか

ら現役世代・高齢者まで、自らを律しながら思いやりのある心や行動、美しいものに感動する

感受性や強くたくましく生きる力を育み、さらには、自らの夢や希望を抱くことのできる人づ

くりが課題となっています。

まちづくり指標

指　標　名 実　績　値
（2016年度）

目　標　値
（2022年度）

親子学習事業   6回   8回

各種交流事業 22回 24回

サークル活動 19団体 19団体

主な施策

① 生涯学習や家庭教育の推進

② 各サークル活動の支援と環境整備
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〈教育・文化〉
（16）　社会教育の推進

基本構想４  生涯の学びを通してこころ豊かに地域文化が育つまち
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現状と課題

　我が国最北の城下町としての歴史や伝統を後世に伝え、文化遺産を継承することは、現在に

生きる私たちの大きな責務であります。史跡福山城をはじめ、有形・無形の文化財は松前町の

誇るべき財産であり、保存・復元・活用にしっかりと取り組み、次世代へ継承していくことが

求められています。

　また、松前町は偉大なる書家・金子鷗亭先生を育んだ郷土であり、書を愛する心を育て「書

の文化の創造と継承」に取り組んでいくことが必要とされています。

主な施策

① 歴史、伝統文化の保存と継承

② 書の文化の創造と継承

まちづくり指標

指　標　名 実　績　値
（2016年度）

目　標　値
（2022年度）

文化を学ぶ事業 15回 15回

書の文化の推進事業   5回   5回
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〈教育・文化〉
（17）　歴史、文化の継承と創造

基本構想４  生涯の学びを通してこころ豊かに地域文化が育つまち
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現状と課題

　スポーツは、町民の体力向上や健康の保持増進、児童生徒にとっては将来の職業とする夢も

含めて、欠かせないものであり、人づくり・地域づくりに大きな役割を果たしています。

　少子高齢化の進行に伴い、児童生徒から現役世代までのスポーツ人口は減少していますが、

高齢者に対しては、軽スポーツを取り入れた健康寿命の延伸の取り組みも必要となっています。

　青少年活動については、ＳＮＳ等の情報コミュニケーションの発展により、個人情報やプラ

イバシーの侵害等、新たな社会問題が広がっており、これらの危機管理対策を講じるとともに、

社会性を育むため感性豊かな社会教育を目指して、取り組むことも必要となっています。

主な施策

① スポーツの推進と環境整備

② 青少年活動の推進

まちづくり指標

指　標　名 実　績　値
（2016年度）

目　標　値
（2022年度）

スポーツの活動団体 少年団　  5団体
一　般　12団体

少年団　  5団体
一　般　12団体

青少年活動 10回 12回
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〈教育・文化〉
（18）　スポーツと青少年活動の推進

基本構想４  生涯の学びを通してこころ豊かに地域文化が育つまち
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現状と課題

　更新期を迎えつつある老朽化した町営住宅については、効率的かつ円滑な更新等を行うとと

もに、町営住宅等に対する需要への的確な対応や、安全性・居住性が十分に確保されている住

宅については、単に更新を行うのではなく、予防保全の観点から中長期的な維持管理が求めら

れています。

　また、老朽化し、危険と判断された橋りょうや町道・河川についても円滑な更新等を行うと

ともに、町営住宅と同様に予防保全の観点から中長期的な維持管理が求められています。

主な施策

① 町営住宅の計画的な建て替えと予防保全的な長寿命化改善

② 橋りょうの計画的な架け替えと予防保全的な長寿命化改善

③ 町道、河川の計画的な整備

④ 道道松前港線改良工事（唐津工区及び唐津内橋）との連携

まちづくり指標

指　標　名 実　績　値
（2016年度）

目　標　値
（2022年度）

松前町公営住宅等長寿命化計画 4戸 32戸

松前町橋りょう長寿命化修繕計画 1橋   3橋
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基本構想５　生活基盤と生命財産を守る安全で安心なまち

（19）　生活環境基盤の整備（道路・河川・住宅）
〈生活・基盤〉
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現状と課題

　当町の水道事業は、１上水道、３簡易水道により安全・安心な水道水の供給を最優先に経営

しています。急速な人口減少に伴い給水人口も減少の一途を辿っている現状であり、給水収益

の落ち込みにより厳しい経営状況が今後も続くものと推測できるところであります。

　また、昭和４０年代後半からの給水区域拡張工事等に伴う施設が法定耐用年数に達し更新時

期のピークとなることから、今後は施設の更新が急速に増加します。

　給水収益が減少していく状況下において投資活動が増大することを考えると、昭和５６年か

ら改定されていない水道料金の見直しを検討する時期に来ており、安定した健全経営のもとに

おいて引き続きライフラインの確保が求められています。

主な施策

① 老朽化した施設の更新等（配水管、導水管、各水道施設）

② 水道料金改定に向けた取組みの実施（水道事業の安定経営）

まちづくり指標

指　標　名 実　績　値
（2016年度）

目　標　値
（2022年度）

老朽化した施設の更新等 有収率 85.5％ 有収率 88.0％
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基本構想５　生活基盤と生命財産を守る安全で安心なまち

（20）　水道施設の環境整備
〈生活・基盤〉
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現状と課題

　現在のＩＴ社会においては、インターネット通信は欠かすことのできないものとなっていま

す。国はマイナンバー制度の導入により、社会保障、税などの行政手続きに使用することとし

ており、町民の利便性の確保が図られる一方で、情報漏洩などのセキュリティ強化が求められ

ています。

　高速ブロードバンドは、平成２４年に民間事業者による光ファイバー網の運用が開始されて

いますが、全町に行き届いていないことから、未整備地区の解消が求められています。

　また、テレビの難視聴地区（ＮＨＫ共聴）において、今後、共同受信設備の大規模改修（光

ケーブル化）が予定されており、各組合において大きな経費負担分が求められています。

主な施策

① 高速ブロードバンド未整備地区の解消

② マイナンバー制度導入に伴うマイナンバーカードの普及促進

③ 役場等総合行政システムの更新整備

④ 共聴組合に対する支援

まちづくり指標

指　標　名 実　績　値
（2016年度）

目　標　値
（2022年度）

高速ブロードバンドの解消 未整備地区６地区 未整備地区の解消
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基本構想５　生活基盤と生命財産を守る安全で安心なまち

（21）　情報化社会への対応
〈生活・基盤〉
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現状と課題

　地域生活バス（大漁くんバス）は、高校生の通学や高齢者の足として、町内において欠かす

ことのできないバス路線となっています。平成２６年１０月からの本格運行によってバス路線

の空白地帯の解消やバス停の増設、さらには、低料金の運行で利用者の増加につながっていま

す。

　今後も利用者のニーズや地域公共交通活性化協議会の意見を踏まえ、利便性向上やバス待合

所設置、ハイヤー事業の利用促進が求められています。

まちづくり指標

指　標　名 実　績　値
（2016年度）

目　標　値
（2022年度）

バス利用者の維持確保 年間　6万人 年間　６万人

主な施策

① バス待合所の設置、管理の充実

② 利用者ニーズにあった運行形態の充実

③ ハイヤー事業に対する利用促進策の取組み
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基本構想５　生活基盤と生命財産を守る安全で安心なまち

（22）　公共交通の維持確保
〈生活・基盤〉
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現状と課題

　松前半島道路は、松前町から北海道新幹線木古内駅周辺及び、函館・江差自動車道に接続す

る路線（国道２２８号線）で、人流・物流を支える唯一の道路となっていますが、急峻な地形

と津軽海峡に挟まれた白神岬周辺では、台風や低気圧による大雨、高波、落石などで通行止め

が発生し、大幅な迂回を強いられています。

　松前半島道路の整備により、人流・物流の幹線機能を安定的に確保し、観光や産業の振興、

さらには、函館市に集中する高次医療施設への搬送時間の短縮など、住民の安全・安心な暮ら

しを守るため、また、観光周遊ルートの形成によって、道南圏の発展に貢献するためにも、災

害に強い道路整備が喫緊の課題となっています。

主な施策

① 道路整備に係わる情報収集と啓発活動の実施

② 松前半島道路期成会及び地元団体との連携強化

③ 道路整備の予算確保と松前半島道路の調査促進要望の強化

まちづくり指標

指　標　名 実　績　値
（2016年度）

目　標　値
（2022年度）

松前半島道路期成会要望回数 ２回 ３回

地元団体との情報会議の開催 ０回 １回
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基本構想５　生活基盤と生命財産を守る安全で安心なまち

（23）　松前半島道路の整備要望
〈生活・基盤〉
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現状と課題

　当町では、地域防災に関し、町民の生命、身体及び財産を災害から守るため、災害対策基本

法に基づく「松前町地域防災計画」を策定しています。

　災害発生時には、情報伝達機能の確保や支援活動との連携など、総合的な防災対策が必要と

なります。特に、様々な災害に迅速かつ的確に対応するため、消防庁舎や消防車両などの施設

や資機材の整備はもとより、消防本部と地域の消防団との連携強化が必要となります。さらに

は、地域における自主防災組織の育成や防災訓練などを通して、町民一人ひとりの防災意識を

高める取り組みを進めていく必要があります。

　また、災害対策の拠点となる役場庁舎が津波浸水想定区域にあることから、役場庁舎の防災

機能を強化するための対策が急がれています。

まちづくり指標

指　標　名 実　績　値
（2016年度）

目　標　値
（2022年度）

備蓄品の確保・更新
（保存食セット） 700セット 1,000セット

自主防災組織の育成（各町内会主催
の防災訓練への支援） 3町内会 各年度2～3町内

（10年間で全町内会）

主な施策

① 地域防災計画の改訂

② 防災行政無線の更新整備

③ 防災訓練の実施

④ 消防車両の整備

⑤ 役場庁舎の移転改築
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基本構想５　生活基盤と生命財産を守る安全で安心なまち

（24）　災害に強いまちづくり
〈生活・基盤〉
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現状と課題

　人口減少が避けられない中で、将来にわたり地域活力を維持していくためには、新たな人材

となる移住定住を推進することが喫緊の課題です。そのためには、「まず松前町を知ってもらう」

ための情報発信などの取り組みが求められています。

　町のホームページや松前町に地縁のある方（松前ファミリー）、ふるさと松前会（東京、札

幌など）への情報発信とともに、町外企業を対象としたテレワークの誘致などを進めていく必

要があります。

　また、当町への移住を検討している方に、松前町の魅力や生活環境の良さを知っていただく

ための、移住生活体験住宅（ちょっと暮らし）の整備も課題となっています。

主な施策

① 北海道移住促進協議会及び北海道田舎活性化協議会との連携強化

② 移住生活体験住宅（ちょっと暮らし）の整備

③ 移住者に対する体験指導員の確保と受入町内会との連携

④ 町外企業に対するテレワークの推進

まちづくり指標

指　標　名 実　績　値
（2016年度）

目　標　値
（2022年度）

ちょっと暮らし移住者数の増 0人 50人

体験指導員の確保（登録者） 0人 15人
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基本構想６　人権が尊重され思いやりにあふれるまち

（25）　移住定住推進の取組み
〈地域コミュニティ〉
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現状と課題

　人口減少社会を迎え、地域コミュニティである町内会組織の運営と活動の弱体化が懸念され

る中で、これまで各地域で行ってきた交通安全や防犯活動、地域行事の停滞に加え、高齢化の

進行により、孤独死の防止や認知症住民の見守り、空家の管理など、町内会活動における様々

な課題が発生しています。

　地域の人たちが安全に安心して暮らせる協働のまちづくりを推進するためにも、近隣住民の

助け合いや支え合いが重要となります。

　今後は、地域コミュニティの維持・活性化のためにも、町内会はもとより町内会連合会と連

携して、持続可能な組織運営のための支援策を検討する必要があります。

主な施策

① 町内会活動に対する支援（環境美化活動支援）

② 町内会管理の街灯料補助

③ 空家等に対する除却費用等の支援

④ 花いっぱいのまちづくり運動

まちづくり指標

指　標　名 実　績　値
（2016年度）

目　標　値
（2022年度）

花いっぱい運動参加団体 14団体 21団体

街灯料補助金
(LED 化に伴う減額 ) 4,585千円 2,935千円

除却による空家等の減少 185棟 145棟
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基本構想６　人権が尊重され思いやりにあふれるまち

（26）　町内会活動などの支援強化
〈地域コミュニティ〉
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現状と課題

　当町では、「松前町職員人材育成基本方針」を策定し、職員の意識改革と能力開発等資質の

向上に向け、取り組みを進めています。

　社会情勢の変化、都市部と地方の格差、長期化する地方の不況等により、地方公共団体の財

政は、厳しい状況となっています。この厳しい状況を乗り越え、特色を生かした魅力あるまち

づくりを推進していかなければなりません。

　事業を実施するのも、行財政を運営するのもすべて「人」です。自ら考え、自ら解決する職

場環境の確立とそれを支える職員の意識改革、また、必要とされる職員として資質・能力の向

上を目的として、職員研修に取り組んでいく必要があります。

まちづくり指標

指　標　名 実　績　値
（2016年度）

目　標　値
（2022年度）

職員の研修参加機会の向上 61％ 70％

主な施策

① 人材育成基本方針の改訂

② 各種研修の充実（自己啓発研修・職場内研修・職場外研修）
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基本構想７　分権時代にふさわしい自立と協働のまち

（27）　職員研修の充実
〈行政運営〉
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現状と課題

　広域連携では、渡島西部４町の衛生・消防分野をはじめ、観光分野では、渡島檜山管内９町

の「新幹線木古内駅活用推進協議会」、松前・上ノ国・江差３町の「北海道歴史倶楽部」、さら

には、函館市を中心とする定住自立圏によるドクターヘリ運航事業など、近隣自治体との連携

による効率的・効果的な行政運営に取り組んでいます。

　今後も時代の変化に対応しながら、自治体間の共通の課題や重複する事業や施策を見出し、

広域的な連携による町民サービスの拡充や事務の効率化を積極的に推進していく必要がありま

す。

主な施策

① 定住自立圏による事業の取組強化

② 近隣自治体との地域課題の共有による連携の強化

③ 広域的なブランド化の推進等

まちづくり指標

指　標　名 実　績　値
（2016年度）

目　標　値
（2022年度）

近隣自治体との連携会議の開催維持 １回 ２回
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基本構想７　分権時代にふさわしい自立と協働のまち

（28）　広域行政の推進
〈行政運営〉
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現状と課題

　産学官連携では、一次産品の付加価値向上の分野において、その取り組みを進めていますが、

歴史文化や自然、豊かな海産物など、多様な地域資源の活用についても、連携の可能性を広げ

ていく必要があります。

　人口減少や少子高齢化が急速に進行する中で、将来にわたって持続可能なまちであり続ける

ためにも、町民、地域、団体、企業、行政等が連携し、まちの産業や雇用の場を守っていかな

ければなりません。

　地域経済を担う水産加工業、魅力を発信する観光業、生活基盤を支える商工業、安心のため

の健康福祉産業など､ 様々な分野において、産学官連携等によるまちづくりを進めていくため

には、地域の様々な課題について、町民が解決に向けて話し合う場づくりが必要となります。

主な施策

① 個別計画策定における連携強化

② 一次産品の付加価値向上

③ 新たな分野における連携構築

④ 町民のまちづくり参加機会の創出

まちづくり指標

指　標　名 実　績　値
（2016年度）

目　標　値
（2022年度）

一次産品等の商品開発 0件 １件以上

まちづくり研修会等 1回 年2回

第
Ⅲ
編　
　

基
本
計
画

基本構想７　分権時代にふさわしい自立と協働のまち

（29）　産学官連携等の強化
〈行政運営〉
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現状と課題

　当町では、これまでも地方分権に伴う事務の権限移譲や、公務員制度改革、財政の健全化、

行政のスリム化など、直面する行政課題に対し柔軟に対応してきました。

　本格的な地方分権社会を迎える中で、簡素でかつ効率的な組織機構の見直しや窓口事務の省

力化など、更なる効率化を進める必要があります。

　また、公共施設等の多くは建設から３０年以上が経過し、老朽化が進んでいます。これまで

どおりの維持管理を今後も継続した場合、近い将来には、一斉に建替えを含めた更新の時期を

迎え、莫大な費用が必要となることが予想されます。少子高齢化に伴う人口構成の変化やニー

ズの変化に対応した公共施設等の最適な配置、規模、機能等の整備方針が課題となっています。

主な施策

① 定員適正化計画の推進

② 組織機構の見直し

③ コンビニ収納対応システム導入

④ 公共施設等総合管理計画の推進

まちづくり指標

指　標　名 実　績　値
（2016年度）

目　標　値
（2022年度）

職員数（普通会計職員数） 9８人 91人

普通財産の解体 0棟 3棟
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基本構想７　分権時代にふさわしい自立と協働のまち

（30）　効率的な行財政運営
〈行政運営〉
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開催日 会議等 内容

平成29年
  3月21日

松前町総合計画策定委員会（第1回）
・ 役場の各課長等を構成員として設置
・ 基本構想及び基本計画の骨子を作成
・ 各課等から基本計画のとりまとめ(～4/21)

  5月25日 松前町総合計画策定委員会（第2回） 松前町総合計画（案）の確認

  6月  9日 松前町創生総合戦略会議からの意見聴取 松前町総合計画（案）に対する意見聴取

  6月12日 職員ワークショップ（第1回） 町職員を対象に総合計画策定に係る研修会を
開催

  6月21日 松前町総合計画に関する調査特別委員会の
設置

・ 松前町議会による調査特別委員会を設置
・ 委員長、副委員長の選任

  7月24日 松前町総合計画に関する調査特別委員会
（第1回） 松前町総合計画（案）に対する審議

  8月  1日
    ～31日

パブリックコメント
・ 松前町総合計画（案）に対する意見募集
・ 町広報8月号及び町ホームページで募集
　　　　　　　　　　　　　　　　（意見：0件）

  8月25日 松前の未来を考える合同学習 町内の小学5・6年生（81名）

  8月27日 まつまえワールド・カフェ 高校生以上の町民を対象に開催（97名）

  8月28日
松前の未来を考える合同学習 町内の中学1・2年生（91名）

職員ワークショップ（第2回） 合同学習及びワールド・カフェの意見集約

  9月  8日 松前の未来を考える合同学習 町内の小学3・4年生及び中学3年生（116名）

  9月20日 松前町総合計画に関する調査特別委員会
（第2回） 松前町総合計画（案）に対する審議

  9月27日 松前町総合計画審議会（第1回） 
・ 設置
・ 会長及び副会長選任
・ 諮問

10月25日 松前町総合計画審議会（第2回） 松前町総合計画（案）に対する審議

11月  8日 松前町総合計画に関する調査特別委員会
（第3回） 松前町総合計画（案）に対する審議

11月22日 松前町総合計画審議会（第3回）
・ 松前町総合計画（案）に対する審議
・ キャッチフレーズの決定
・ 答申

12月  8日 松前町総合計画策定委員会（第3回） 答申への対応及び実施計画策定の協議

12月21日 松前町議会第４回定例会 議案「松前町総合計画に係る基本構想の策定につ
いて」を議決
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（１）　設置条例

（２）　審議経過

開催日 回数 会議内容

平成29年  9月27日　 第１回
・ 設置
・ 会長及び副会長選任
・ 諮問

  10月25日 第２回 ・ 松前町総合計画（案）に対する審議

　11月22日 第３回
・ 松前町総合計画（案）に対する審議
・ キャッチフレーズの決定
・ 答申

松前町総合計画審議会条例

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成２９年３月１０日改正

　（設置）

第１条　地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１３８条の４第３項の規定に基づき、松前町総合計

　画審議会（以下「審議会」という。）を置く。

　（所掌事務）

第２条　審議会は、町長の諮問に応じ、町の総合計画の策定について審議を行い、その結果を町長に答

　申するものとする。

　（組織）

第３条　審議会は、委員２５人以内で組織する。

２　委員は、次の各号に掲げる者のうちから、町長が委嘱する。

　（１）　学識経験を有する者

　（２）　産業団体の代表者

　（委員の任期）

第４条　委員の任期は、当該諮問にかかる審議会の答申が終了するまでとする。ただし、委員が、委嘱

　されたときの要件を欠くにいたつたときは、委員を辞したものとみなす。

　（会長及び副会長）

第５条　審議会に、会長及び副会長を各１人置き、委員の互選によってこれを定める。

２　会長は、会務を総理し、審議会を代表する。

３　副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるとき又は会長が欠けたときは、その職務を代理する。

　（会議）

第６条　審議会は、会長が招集する。

２　審議会は、委員の半数以上が出席しなければ会議を開くことができない。

３　会長は、会議の議長となる。

４　審議会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。

　（庶務）

第７条　審議会の庶務は、政策財政課において行う。

　（委任）

第８条　この条例に定めるもののほか、審議会の運営に関し必要な事項は、町長が定める。

　　附　則

　この条例は、昭和５５年４月１日から施行する。
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（３）　審議会委員名簿

（４）　諮問

区　分 氏　　　名 所　　　属 役　　職 備　考

学識経験

寺　田　嘉　弘 松前町町内会連合会　 会長 副会長

小　川　陽　一 松前町農業委員会　 会長

長　瀬　弘　雄 松前町社会福祉協議会 会長

濱　村　明　美 松前町教育委員会委員

宮　本　理恵子 松前町社会教育委員

西　沢　弟　治 松前町創生総合戦略会議　 議長

萩　下　　　聡 ＮＰＯ法人　松前まちづくりフォーラム 事務局長

産業団体

佐　藤　正　美 松前さくら漁業協同組合 代表理事組合長

熊　谷　喜久夫 松前商工会 会長 会長

石　川　文　明 松前観光協会 会長

高　松　秀　也 松前町水産加工振興協議会 会長

早　瀬　智　幸 松前建設協会 会長

小　川　正　紀 松前町森林組合 組合長

松　　政　　財　　号

平成２９年９月２７日 

　　　松前町総合計画審議会会長　　様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松前町長　石山　英雄

「松前町総合計画」の策定について （諮問）

 

　当町は、平成１９年度に、平成２９年度を目標年次とする「松前町総合計画」を策定し、「みんなで

築こう協働のまち」をキャッチフレーズに掲げ、町民の皆様とともに、まちづくりを進めてきました。

　この間、当町は全国を上回るスピードで人口減少・少子高齢化が進行しており、また、公共施設等の

老朽化も進み、今後、一斉に更新時期を迎えるなど、多くの難題に直面しています。

　さらには、町民の価値観も多様化している中にあって、行政の果たすべき役割は質・量ともに変化し

ており、これまで以上に、行政の担うべき役割は重要なものとなってきています。

　このような中で、多様な価値観を持つ町民が、当町に愛着や誇りを持ち、誰もが住み続けたいと思う、

持続可能なまちづくりを進めることが大切です。

　そのためにも、新たに目指すべき将来のまちの姿を明らかにし、その実現に向けた方向性を示す指針

として、平成３０年度を初年度とする「松前町総合計画」を策定しましたので、松前町総合計画審議会

条例に基づき、次のとおり諮問いたします。
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（５）　答申

平成２９年１１月２２日 

　　　松前町長　石山　英雄　　様  

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松前町総合計画審議会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会長　熊谷　喜久夫 　 

「松前町総合計画」の答申について 

 

　平成２９年９月２７日付けで諮問のあった「松前町総合計画」について、当審議会において慎重に審

議を重ねた結果、下記のとおり取りまとめましたので答申します。 

　なお、本計画の推進にあたっては、本答申の趣旨を十分に尊重され、「生活満足度の高いまち」の実

現に向けて、７つの基本構想を中心とした施策に積極的に取り組むとともに、まちづくりの基本理念で

ある「こころ豊かなまちづくりを町民とともに」による協働のまちづくりを進め、急速に進行する人口

減少社会に対応できる、「持続可能なまちづくり」を着実に進められるよう要望します。

記

１　計画推進について

（１）「サクラサク　笑顔輝く　住みたいまちへ」のキャッチフレーズを、幅広く活用し、町民のまち　

　　づくり参加への気運醸成に努められたい。

（２）「松前町創生総合戦略会議」、「まつまえワールド・カフェ」や「児童生徒による松前の未来を

　　考える合同学習」で出た意見を、各施策に反映するよう努められたい。

（３）目指すまちの将来像に、「生活満足度の高いまち」を掲げていることから、町民の生活満足度や

　　まちづくりに関する意識などを把握されるよう努められたい。

（４）基本計画に位置付けられた施策については、事業評価を実施し、着実な進行管理に努められた 

　　い。また、広報などを通じて、その内容をわかりやすく町民に周知されたい。

（５）ふるさと松前町を次世代へしっかりと引き継いでいくためにも、まちづくりや産業を担う人づく

　　りに努められたい。

２　基本構想について

（１）基本構想１　力を合わせて産業を育てる活力のあるまち

　　　地域経済を支える産業の育成と基盤づくりに向けた取り組みを強化し、雇用の場の確保に努めら　　 

　　　れたい。また、若者が地域に定着できる魅力あるまちづくりに努められたい。

（２）基本構想２　豊かな美しい自然と調和し共生するまち

　　　豊かな自然と桜は、貴重な観光資源として活用されていることから、これらの環境保全、桜の保

　　　護に努められたい。また、快適な生活環境を確保するための合併処理浄化槽の普及啓発に努めら　

　　　れたい。

（３）基本構想３　子どもが元気に誰もが健康で快適に暮らせるまち

　　　安心して子どもを産み育てることができるよう子育て支援事業の一層の充実に努められたい。ま

　　　た、健康づくりと疾病予防では、温泉資源を活用した保養の取り組みに努められたい。

（４）基本構想４　生涯の学びを通してこころ豊かに地域文化が育つまち

　　　まちづくりは人づくりからを基本に、人づくりや地域づくりに活かすための学習機会の創出に努

　　　められたい。また、伝統文化の保存と継承のため、後継者の育成に努められたい。

（５）基本構想５　生活基盤と生命財産を守る安全で安心なまち

　　　デジタルデバイドの解消は、町民の生活や医療・福祉、教育、産業などの各分野に影響を及ぼす

　　　ことから、情報化社会の恩恵が実感できるよう、地域間の通信環境の改善に努められたい。

（６）基本構想６　人権が尊重され思いやりにあふれるまち

　　　移住生活体験（ちょっと暮らし）では、利用者の利便性を十分に考慮するとともに、企業による

　　　テレワークや、若者の出会いの場の創出に努められたい。また、移住者が定住できるような支援

　　　制度についても検討されたい。

（７）基本構想７　分権時代にふさわしい自立と協働のまち

　　　公共施設等の多くが老朽化し、今後一斉に更新時期を迎えることから、少子高齢化に伴う人口構

　　　成やニーズの変化に対応した公共施設等の最適な配置、規模、機能等を十分に検討されたい。
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（１）　調査内容

松前町総合計画に関する調査特別委員会調査報告書

                                  

１　設置の経緯

　　平成２９年第２回定例会において、議長発議で議長を除く全議員による特別委員会の設置提案があ

　り、終了するまで閉会中の調査をすることに決定した。

２　設置の目的

　　現在の松前町総合計画は、平成２０年度から平成２９年度までの１０ヵ年計画であることから、本　

　年度が最終年度である。平成３０年度から始まる次期総合計画を策定するにあたり、将来における本

　町の目指すべき姿と進むべき方向について調査することを目的とする。

３　委員会の開催状況

４　調査の概要

　　第１回目の調査は、めざすまちの将来像として基本的な施策の大綱を示す７つの基本構想とこれを 

　実現するための３０の基本計画の策定のスケジュール、まちづくりの基本理念、計画策定の趣旨など

　全体的な説明を受け質疑を行った。

　　併せて総合計画の字句の文言整理や目標値は可能な限り計画に載せることなどについて議論を進め

　た。

　　町民からの意見集約については、従来の一般的な会議だと、なかなか意見を述べる方が数少なく、

　少子高齢化が進む中で若い方々にも松前町の現状を認識していただき、誰もが気軽に参加できるワー

　クショップ方式を採用し、小グループに分けて度々メンバー交換をすることにより、参加者全員が知

　識や考えを共有でき、多様な意見の創出が期待される旨の説明があった。

　　第２回目の調査は、８月に⾏ったワークショップでの意見をまとめた報告書、将来の松前町を担う

　小学３年生から中学３年生までの児童生徒による松前の未来を考える合同学習での意見をまとめた報

　告書などの説明を受け質疑を行った。

　　第３回目の調査は、総合計画の修正版及び修正新旧対照表についてそれぞれ説明を受け、総括的な

　意見や確認すべき事項について質疑を行った。調査報告書案作成については、正副委員長に一任し閉

　会した。

５　調査報告

　　平成３０年度からの新たなまちづくりの指針となる松前町総合計画は、１０年先を見通しした、ま

ちづくりの基本となるまちの将来像を定め、今後のめざす姿と進むべき道筋を共有し、時代の変化や

それに伴う課題、地域の特性などその実現に向けまちづくりの基本的な理念や目標、方針などを定め

る基本構想及びそれに基づく具体的な施策を示す基本計画でなければならない。

　調査特別委員会は、下記報告書のとおり設置・開催され、平成２９年１１月８日に調査特別

委員会委員長から松前町議会議長へ報告書を提出、平成２９年１２月２１日に議長から平成

２９年松前町議会第４回定例会で報告された。
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３ 松前町総合計画に関する調査特別委員会

区　分 委員会開催年月日 出席委員数 欠席委員数

第１回 平成29年  7月24日 １１名 ０名

第２回 平成29年  9月20日 １１名 ０名

第３回 平成29年11月  8日 １１名 ０名

松前町総合計画 2018 - 202764



（２）　委員名簿

　　産業分野の漁業・水産加工業の振興は、原魚確保の対策や外国人研修生による労働力の確保対策を

講ずるとともに、漁業従事者の後継者育成に努められたい。また、商工振興は、商工事業者への振興

策、経営改善の支援、ＳＮＳなどを活用した情報観光の取り組みに努められたい。

　　病院改築が計画に登載されていないが、実施計画で出現するようなものについては、財源確保の問

題もあるが基本計画に追加してより良い計画づくりに努められたい。

　　学校教育は、小中高の児童生徒が減少していく中で小中学校が段階的に統廃合されている現状にあ

る。未来を担う子どもたちの教育、人材の育成が求められている中、家庭、学校、地域、行政等がそ

れぞれの役割や機能を発揮し、連携して様々な課題解決に取り組んでいくことが重要である。また書

のまちとして、より一層の書道教育の推進に努力されたい。

　　伝統文化の保存と継承については、町民の財産である松前神楽や江良杵振り舞など、次世代への継

承と後継者を確保してしっかりと守っていく必要がある。

　　史跡福山城整備については、具体的な方向性が示されていないが、町民へのアンケート調査など気

運づくりに努めていることも考慮し、町民が期待する計画づくりに努められたい。

　　水道事業については、水道料金を昭和５６年から改定をしていない状況にあるが、給水人口が増え

る要素はなく、設備投資したものは縮小できない中、老朽化したものへの対策には大きな財源が必要

となり、使用耐用年数が決まっている中において水道の料金改定に踏み切らなければならない時期が

必ず到来する。町民の意見を踏まえ将来的な議論が必要となっている。

　　情報化社会の対応として、インターネット通信は欠かすことのできない時代となっており、その環

境の整備が求められている。光ファイバー回線の町内全域敷設の早期実現に向けた取り組みの推進に

努められたい。

　　松前半島道路の整備要望は、平成２６年１１月に２市４町の首長で構成する松前半島道路建設促進

期成会が設立され要望活動を行ってきているが、国道２２８号線の白神岬周辺では、台風や低気圧に

よる大雨、高波、落石などで通行止めが発生し、大幅な迂回を強いられている。災害から人命を守

り、安全で安心な暮らしを確保するため地域高規格道路の建設促進について強く要望する。

　　災害対策としての庁舎移転改築については、町民の理解が重要である。現在の庁舎周辺に居住する

町民から様々な意見も予想されるが、津波浸水想定区域内にあるため高台に移転する必要がある。財

政的な問題もあるが、方向性を示すべきである。

　　移住定住の施策について、町の魅力の情報発信など松前町の人口が少しでも増加できることを考え

て将来の移住者の獲得、成功に期待する。

　　行政主導型のまちづくりから、町民主導による自立自助のまちづくりへ転換を図り、町民が参加で

きる仕組みを構築し、住民自治組織等の機能の育成、強化を推進することがこれからの時代を生き抜

くために重要である。         

　　効率的な財政運営について、人口減少が進む中で役場職員数の目標値も減少となっているが、役場

は町内での就業場所として貴重な存在である。将来的な財政を踏まえさらに優秀な人材を確保しなが

ら運営していくことが重要である。

区分 氏名 区分 氏名

委 員 長 西川　敏郎　 委　　員 堺　　繁光

副委員長 工藤　松子 委　　員 油野　　篤

委　　員 飯田　幸仁 委　　員 梶谷　康介

委　　員 沼山　雄平 委　　員 斉藤　　勝

委　　員 福原　英夫 委　　員 西村　健一

委　員　 近江　　武
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会議等 開催日 内容

まつまえワールド・カフェ 平成29年8月27日 高校生以上の町民を対象に開催（97名）

松前の未来を考える合同学習

8月25日 町内の小学５・６年生（81名）

8月28日 町内の中学１・２年生（91名）

9月  8日 町内の小学３・４年生及び中学3年生（116名）
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北海道松前町


